


( 南西太平洋 ) の資源の現況（要約表）
資源水準 中　位

資源動向 減　少

世 界 の 漁 獲 量
( 最近 5 年間 )

8 万〜 14 万トン
平均：10.0 万トン（2003-2007）

我 が 国 の 漁 獲 量
( 最近 5 年間 )

3,081 〜 4,757 トン
平均：3,794 トン（2003-2007）

資源管理方策まとめ
■ 4 つのストックについて TACC を決定
■ ITQ は SFMC が管理
■鰭脚類のトロールによる混獲を規制

資源評価まとめ
■ニュージーランド政府は現在のところ直接の資源評価

は実施していない
■資源水準は中位で減少傾向

管理方策

ニュージーランドは 1978 年に 200 海里水域制度を施行し、
本資源は同国政府の管轄下に入った。当初、同政府はト
ロール漁業を漁獲量規制し、いか釣漁業は努力量（隻数）
を規制した。しかし、同じ資源に対する管理法策の統一
を行い、現在ではイカ釣漁業にも漁獲量規制を実施して
いる。現在、本資源は北側の SQU 10T、東西の SQU 1J
と SQU 1T 及び南のオークランド諸島の SQU 6T の４ス
トック（右上図）に個別の TACC（商業漁獲可能量）が
決められている。イカ類のような単年性の生物資源の維
持で、MSY の推定は不可能で必要もない、との考えによ
る。現状の漁獲規模では将来の加入量や資源量に影響を
与えないと考えられる。そのため、本資源の TACC はこ
こ 10 年間に大きな変化はなく 12.7 万トンである。TACC
に基づき配分される個別譲渡可能漁獲割当量（ITQ）は、
SFMC（イカ漁業管理会社）が管理する。南部海域のオー
クランド諸島の SQU 6T ストックは、雑魚の混獲が少な
いイカ狙いのトロール操業が中心となる。このため、こ
の海域ではトロールによるニュージーランドアシカの混
獲が発生し、ニュージーランドの漁業省と環境省は毎年
その混獲数の限度を設定している（2007-08 年は 81 頭）。

資源状態

一般に、単年性のイカ資源は、毎年新たに加入が決まる
ため、大きな年変動をする。本資源もトロール船といか
釣船それぞれの CPUE（曳網時間当たりの漁獲量と船一
日当たりの漁獲量）はかなりの年変動を示す（上図左）。
規模は異なるが、両漁法の CPUE の変動はほぼ一致し、
特に、1990 年（1989/1990 年）漁期以降で両者とも増加
し、1995 年（1994/1995 年）漁期にピークが見られ、そ
れ以降は減少している。いか釣船の CPUE は 1990 年代
中頃から最近までの 10 年間は低位で、2000 年（1999/2000
年）漁期以降に増加傾向が見られたが、トロール漁によ
る CPUE は 2004 年から減少傾向にある。

本資源の国別漁獲量
（データは FAO 2007、ただし、2006 および 2007 年は全国大型
いかつり漁業協会の操業状況週報よるいか釣り漁による漁獲量

ニュージーランド海域における日本トロール船の CPUE

本資源の管理海域
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